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１　はじめに

　本校は岡山県北部の津山市にある商業単科の学

校である。令和３年度（2021 年）に創立 100 周

年を迎える学校のため，多くの卒業生が県内外で

活躍しており，地域社会とのつながりが深く，学

校に対する期待も高い。 

　かつては全校で約 1,000 人が在籍していたが，

徐々に定員が減り，平成 29 年度から全校で 480

名（各学年４クラス）の小規模校となっている。 

　本校の使命は，岡山県北部唯一の商業科専門高

校として，知・徳・体の調和のとれた，心身とも

に健全な人物を育てるとともに，時代や地域の要

請に応えることのできる有為な人物の育成を目指

すことである。

２　取組概要

　人工知能（AI），ビッグデータ，Internet of　

Things(IoT)，ロボティクス等の先端技術が高度

化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた

Society5.0 時代が到来しつつあり，社会の在り方

そのものが現在とは「非連続」と言えるほど劇的

に変わるとされている。このような中，高等学校

においては職業決定や人生の選択などが求められ，

主体的に課題に向き合い，多様な他者と関わり合

い，社会的・職業的に自律した人間となるように

基礎的・汎用的能力の育成がますます重要な時代

となっている。とりわけ地域産業を担う人材を育

成する本校への期待は大きく，ビジネスを通じた

多様な学びと実践を通して，生徒がその資質・能

力を身に付けるキャリア教育が必須と考えている。

　平成 21 年度には，リーマンショック以降急速

な景気後退に陥った地域経済の状況下から，本校

の価値を見直す取組として，地域の企業から求め

られる知識・技術や起業家精神教育などを学習し，

地域の経済活性化に寄与するビジネスリーダーを

育成する目的で「津商モール（大規模販売実

習）」を始めた。この取組は，地域企業及び住民

とのより深い連携を図ることができる学習活動と

なり，言わばキャリア教育の場である。

　平成 27 年度には「津商モール」を学校行事に

位置付け，この取組を中核として，特別活動の全

体計画を見直し，学習活動の系統的な取組と生徒

に身に付けさせたい資質・能力をベースにして指

導手法や評価方法を改善することとした。 

　具体的には，キャリア教育の視点から身に付け

させたい資質・能力を示し，学校行事やホーム

ルーム活動，生徒会活動において，学習の見通し

や振り返りの活動を取り入れたり，実社会・実生

活との関わりを踏まえたりすることを重視し，カ

リキュラム・マネジメントの視点から各教科・科

目等と特別活動との往還を明確にしたいと図１の

ように考えた。

　また，この取組では，生徒に身に付けさせたい

資質・能力の育成に向け，全ての教育活動が関連

性を持ち，生徒自身が成長を実感でき，教員が生

特別活動を核として商業科及び各教科・科目で
取り組む８つの資質・能力の育成　

～『津商モール（大規模販売実習）』を柱にキャリア教育を実践する～

岡山県立津山商業高等学校
　   教頭    福岡　明広

　   進路指導主事　　野島　慎吾

3年間のPDCAサイクル3年間のPDCAサイクル

図 1　津商モールを軸に考えた PDCA サイクル
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徒の変容を見取ることができる PDCA サイクル

の確立を目指した。

　そんな折，平成 28 年から令和元年度に国立教

育政策研究所教育課程センター関係指定事業を受

け，研究の機会を得た。平成 30 年・令和元年度

には，研究主題を「商業高校における特別活動と

各教科の学びの往還による『身に付けさせたい資

質・能力』の更なる成長の検証」とし，次のよう

な視点を持ち具体的な研究活動を試みている。

（ア）商業高校における特別活動及び各教科・科目

等において，発達段階に応じた「身に付けさせた

い資質・能力」の構造化と更なる重点化・焦点化

　平成 28・29 年度の研究で身に付けさせたい

「資質・能力」を７つに整理したが，図２のよう

に知識を活用して解決する５つの力（①情報収集

力，②情報分析力，③課題発見力，④構想力，⑤

実行力）と，人と自分にベストな関係をもたらそ

うとする３つの力（⑥チームで働く力，⑦前に踏

み出す力，⑧考え抜く力）に再整理した。

（イ）評価方法の工夫と改善（ルーブリック評価）

　津商モールを柱にしたキャリア教育において，

評価における数値判断が難しく，何を根拠にもっ

て，教員が示す力が身に付いたと判断できるのか

がわかりにくい場面があった。そのため，特別活

動毎に育成するべく資質・能力を決定し，表を用

いて，行動観察から達成度を測定するルーブリッ

ク評価を試みた。

　ルーブリックは，評価基準を四段階（レベル１

～４）に設定し，図３のように作成した。

（ウ）３年間を通した生徒一人一人の変容を全教

員が共有できる方法の工夫改善（キャリアノート）

　津商モールを柱にしたキャリア教育を達成する

ために，各学年がスタートする時には，特別活動，

各教科・科目の身に付けさせたい資質・能力を意

識した年間指導計画を作成することとした。また，

特別活動・学年団等の学習活動における目標シー

ト・振り返りシートやワークシート等，行事ごと

の記録を「進路ファイル」に蓄積し，活動での学

びの振り返りや次回への改善につなげる工夫をし

ていくことにした。

　しかし，これまでの「進路ファイル」では，生

徒個人によって蓄積する内容が違うことや，単に

“蓄積”だけで終わっている現状があった。津商

モールを柱にしたキャリア教育をより効果的な学

びの記録にするためには，自分の成長を振り返る

ことができ，将来へつながる資料とできることや

特にホームルーム活動を有効活用することを視点

に置き，どのような内容を記録すればよいのか，

どのように整理すればいいのを先進校の実践を参

考に検討（図４）し，改善を図った。また，「進

路ファイル」改め「キャリアノート」とした。

（エ）3 年間の生徒自らの成長を振り返ることが

できるキャリアノートへの工夫と改善（リフレク

ションシート）

　ホームルーム活動，特別活動，津商モールへと
２８ 
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④ 

企画立案力 

⑤ 

チームワーク力 

⑥ 

コミ ュニケーション力・

プレゼンテーション力 

⑦ 

・ 場面に応じ て，

必要な情報を 収集

ができるこ と 。  

・ 場 面 に 合 わ せ

て， 自分の言動を

適切に調節するこ

と ができ るこ と 。  

・ 問題意識を も っ

て， 物事を 観察す

るこ と 。  

・ 解決すべき 課題

を見つけるこ と 。  

・ 前例にと ら われ

ず， 新し い視点で

物事を 発想する こ

と 。  

・ 自分たち の取組

を ， 他者に理解し

ても ら う ための工

夫ができ るこ と 。  

・ 初めての体験に

対し ても ， 積極的

に取組むこ と 。  

・ やり 始めた事柄

に対し て， 粘り 強

く 最後までやり 遂

げるこ と 。  

 

・ 目標達成に向け

て， 見通し を 持っ

て計画を 立てる こ

と ができ るこ と 。  

・ 目標達成に向け

て， 遂行するため

のより 良い手順を

提案でき るこ と 。  

・ チーム内の自分

の役割を 理解し ，

その役割を 果たす

こ と 。  

・ チーム内で同じ

役割の人と 協力し

て， その役割を 果

たすこ と 。  

・ 他者の意見を 聴

き ， 正し く 理解す

るこ と 。  

・ 自分の考えを ，

相手がわかるよ う

に説明するこ と 。  

図 3　活動毎の評価項目と評価基準

図 2　本校で育てたい８つの資質・能力

リ フ レ ク シ ョ ン シ ー ト（事後） 

年 組 番 氏名  

 

行事・活動名 音 楽 祭 あなたの役割・立場  

１ この活動を通して「「チチーームムワワーークク力力」」「「実実行行力力」」を身に付けよう！ 

身に付ける力 身に付ける力は主に以下のようなことを指しています。 

チチーームムワワーークク力力  

①メンバーの立場や気持ちを認め合い、コミュニケーションを取りながら互いに連携して活動でき

る。 

②クラス全体の活動がより良くなるよう、自分の役割を果たし、クラスに貢献できる。 

③他者の相談や助言ができたり、不足することを助け合ったりするなど、働きかけができる。 

実実 行行 力力  
④しっかり計画を立てて、実行することができる。 

⑤状況に応じて柔軟に行動を修正することができる。 

⑥行動を振り返って検証し、次の行動の改善に結びつけることができる。 

２ 自己評価   ★該当すると思われるレベル数をマークシートに記入する 
 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 評価 

① 

・メンバーの立場や気持

ちを認め合い、ほめる・励

ますだけでなく、意見を聞

き内容をより良くしよう

とする等、互いに連携して

取組めた。 
 

・メンバーの立場や気持

ちを認め合い、ほめる・励

ますなど互いに連携して

取組めた。 
 

・リーダーの指示に従っ

て活動することができた。 

 

 

・リーダーの指示に従っ

て活動することができな

いこともあった。 

 

 

② 

・クラス全体の活動がよ

り良くなるよう考えなが

ら、自分の役割をしっかり

果たし、クラスの活動の向

上に貢献できた。 

・自分の役割をしっかり

果たし、クラスの活動の向

上に貢献できた。 

・活動への取り組みは受

け身だったと感じ、自分か

ら働きかけてより良い活

動にすることはできなか

った。 

・あまり協力して取り組

む気分にはなれなかった。 

 

 

 

③ 

・周囲の意見を尊重し、建

設的かつ創造的な話し合

いを積み重ねることがで

きた。 

・自分と異なる考えや意

見があっても、それなりに

理解し自分の意見も主張

して取り組めた。 

・求められた時は意見を

言うことができた。 

・話し合いには消極的な

ことが多かった 

 

④ 

・常に計画を意識し、自ら

進んで実行することがで

きた。 

・計画を意識し、実行する

ことが時々できた。 

・計画はあまり意識せず

取り組んだ。 

・あまり計画を意識せず、

行き当たりばったりで活

動した。 

 

⑤ 

・進み具合を考えて、計画

を修正する提案ができ、柔

軟に行動することがいつ

もできた。 

・進み具合を考えて、計画

を修正する提案ができ、柔

軟に行動することが時々

できた。 

・リーダーの指示通り、自

分の役割を実行したが、自

分から修正提案はできな

かった。 

・あまり計画を意識せず、

行き当たりばったりで活

動した。 

 

⑥ 

・行動の振り返りが十分

にできており、うまく行か

なかったときは、原因を追

求し、次に役立てようとし

た。 

・行動の振り返りができ

ており、うまく行かなかっ

たときは、原因を考えるこ

とができた。 

・行動の振り返りはした

が、課題への気付きまでに

は至っていない。 

・行動の振り返りが「でき

た」「できなかった」程度の

振り返りに終わった。 

 

①～⑥について具体的にどんなことができましたか。 

 

 

 

活動毎での評価項目
（重点化して身に付けさせたい資質・能力）

評価レベル（身に付けさせたい資質・能力）
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螺旋状にキャリア教育を考えるとホームルーム活

動の指導案も重要となる。そこで，単なる記録・

蓄積で終わらせず，必ず振り返りに活用できる

ホームルーム活動の指導案をつくり，指導案に

沿ったリフレクションシート（図５・６）の作成

を行った。

　ホームルーム活動では自分の成長を実感できる

振り返りを導入とすることと，活動場面には他者

の意見から自分では気が付かなかった部分の成長

がわかる工夫を入れることとし，最後は今後の特

別活動や将来に向けた見通しを持つことができる，

指導の流れをつくった。リフレクションシートで

の工夫点は，自己評価だけでなく“他者評価”や

“見通し”を取り入れたことである。

①　【個人活動：自己評価】

　これまでに実施した特別活動でのルーブリック

評価を用いたり，過去の活動の中で心の変化を

綴ったキャリアノートを見返すなどしたりして数

値と文字による振り返りをする。

②　【グループ活動：他者評価】

 ４人のグループとなり，行った振り返りについ

てクラスメイトに振り返った内容を説明する。説

明を聞いたクラスメイトは説明をした者に対し，

活動の中で，活躍しているように見えたり，成長

したように見えたりした部分を伝える。本人は気

がついていないような部分についてもできるだけ

言及する。

③　【個人活動：見通し】

 次の活動に向けてやり遂げたいと思えることを見つ

けて決意表明させ，次の活動につながるようにする。

　このように三つの要素（自己評価・他者評価・

見通し）について必ず振り返ることとし，それぞ

れの場面で何を考えさせるのかをホームルーム活

動の学習指導案で示すこととしている。

1

岡山県立津山商業高等学校 学習指導案 (2・3 学年) 

日 時 令和元年７月４日(木) 第３ 校時 

教科・科目 特別活動「音楽祭ＬＨＲ」 

教 室 ＨＲ教室 指導者 担任・副担任 

題 材 

(単元) 
音楽祭 

単元の 

目標 

○クラスの話し合いと協働によって、企画・準備・練習を行うことでアイデア力の育成を図る。 

○企画準備した内容をクラス全員で共有し、練習を行い発表につなげることでチームワーク

力の育成を図る。 

○外部施設を使用することにより社会生活に必要な公共心を身につける。 

 

音楽祭を行うにあたって、担任としてどのような願いもって、生徒それぞれの力を育てていく

か考え取り組む。実行力、チームワーク力それぞれから目標を定めてもよいし、まとめた目標

を定めてもよい。生徒一人ひとりが主体的に行事に取組めるように、目標を定めて活動を行

う支援を行います。これ以後の音楽祭の活動に向けて、各クラスの目標を含めて意識して活

動する場を設定してください。 

津商の 

授業３ 

本本時時ののねねららいい（生徒に提示する本時の目標） 

ククララスス全全員員でで取取組組めめるる目目標標をを作作るるここととががででききるる  
（（実実行行力力、、チチーームムワワーークク力力ににかかかかわわるる目目標標づづくくりり））  

生徒の学習活動    教師側の支援 
１．本時の目標を確認する 

（３分） 
２．個人で音楽祭が「こうなったらい

いな」と思うことを書き出させる。 
付箋紙等に３つ以上記入する。 

     （５分） 
３．４人程度のグループを作り、考え

を出し合い、目標としてふさわしい

ものを３種類選び、書き出す。         
（５分） 

４．グループごとに発表する。  

（15 分） 
５．クラスとして、全員が取組むこと

のできる目標を適当数選ぶ。                 
（15 分） 

６．クラス全員で目標を確認する。 
（２分） 

 

 
 

１．目標を板書し、ルーブリックを示

しながら、今年は自分たちで目標を設

定して取り組むことを説明する。 
 
（ＫＪ法を利用する） 
２．付箋紙、Ａ３紙などを準備する 
 
３．グループの役割を決めて、司会が

進行するように指示する。 
  
４．発表したものは、全員が見ること

のできるようにして残す。 
 
５．各グループの考えのまとまりを作

りながら生徒の考えの集約を手助

けする。 
 
６．自分たち全員がめざす目標である

ことを促す。 
本時の振り返り 

７．リフレクション・シートに 
目標決定までの自分の活動について振り返る。 
目標を達成するために必要な活動を記入する。（２のところへ）  （5 分） 

リ フ レ ク シ ョ ン シ ー ト  （事前・活動中） 

年 組 番 氏名  

 

１ この活動を通して「「チチーームムワワーークク力力」」「「実実行行力力」」を身に付けよう！ 

身に付ける力 身に付ける力とは主に以下のようなことを指しています。 

ククララスス目目標標  
 
 

チチーームムワワーークク力力  

①メンバーの立場や気持ちを認め合い、コミュニケーションを取りながら互いに連携して活
動できる。 

②クラス全体の活動がより良くなるよう、自分の役割を果たし、クラスに貢献できる。 
③他者の相談や助言ができたり、不足することを助け合うなど、働きかけができる。 

実実 行行 力力  
④しっかり計画を立てて、実行することができる。 
⑤状況に応じて柔軟に行動を修正することができる。 
⑥行動を振り返って検証し、次の行動の改善に結びつけることができる。 

２ この活動での私の役割・立場は 

です。 

 

 

★この欄には、〇〇を大切にしたい、〇〇に挑戦したい、〇〇を身につけたいなどを書きましょう。 

３ 活動の振り返り 

日付 目 標 作業したこと、内容、感想などを具体的に書こう。 

７/５ 

(金) 

  

7/８ 

(月) 

  

7/９ 

(火) 

  

7/10 

(水) 

  

7/11 

(木) 

  

行事・活動名 音 楽 祭 

 

その中で私は、 

図 4　進路ファイルの見直し：キャリアノートへの第一歩

図 5　特別活動「音楽祭ＬＨＲ」での指導案とリフレクションシート
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（オ）特別活動と各教科・科目の関連性及び教

科・科目間の関連性の検証と実践（カリキュラ

ム・マネジメント）

 学力向上委員会や職員会議を活用し，カリキュ

ラム・マネジメントの事例を紹介することから始

め，その際には，特別活動との関連を目的とした

授業展開の工夫ができるように，三人一組の教員

でチームを組み，全体への公開授業の実施と，

チーム内でお互いの授業を評価し合う取組とした。

３　取組の成果と反省点について

●　関係者が集まって議論を重ねるうちに，身に

付けさせたい「資質・能力」の意識統一がで

きるようになった。

●　パフォーマンス評価を取入れることとして，

生徒にとってはより具体的な活動の振り返り

ができるようになったとともに， 教員が何に

留意してホームルーム活動を行うかを強く意

識することができた。

●　キャリアノートの活用について，１年生から

３年生まで蓄積物の多少はあるが，当時の振

り返りを見直す機会を設定したことにより，

目に見えない部分の成長を実感させることが

できた。

●　ホームルーム活動において，導入→自己の振

り返り→相互評価→今後の見通しといった一

連の流れを作ることができた。

●　次の行事での活躍や進級した後の自分，卒業

した後の自分を語ることができる生徒が増え

た。その際，教員が設定した「資質・能力」

の言葉どおりではないが，自分に不足してい

る力や伸ばしたい力を言語化して語ることが

できるようになった。

●　教務室内での会話の中に，教科・科目を超えて

お互いの授業内容を確認し合う場面が増えた。

以上のような生徒の変容を得たが，次のよう

な課題もある。身に付けさせたい「資質・能

力」を重点化・焦点化するために，どの活動

場面でも必要な力を見直すことや，生徒に説

明する際に具体的なシーンを想定しにくい部

リフレクション・シート（事 後） １１年 組 番 氏名  

 
行事・活動名 津商モール あなたの役割・立場  

１ 活動を通し「「課課題題発発見見力力」」「「チチーームムでで働働くく力力・・実実行行力力」」を身に付けるよう取り組んできました！ 

身に付けたい力 で き て 欲 し い こ と 

課課 題題 発発 見見 力力  
①それぞれの役割・立場において「お客様の満足」という目標の達成に向け、現在の問題
点を考えることができる。 
②目標の達成に向けた、最適なプラン・提案を考えることができる。 

チチ ーー ムム でで 働働 くく 力力  

実実   行行   力力  

③班員の立場や気持ちを思いやり、共感して受け止めることができる。 
④役割内で、周囲に気を配り、役割を理解して互いに連携して進行できる。 
⑤各役割の中でモチベーションをあげ、よりよい雰囲気作りができる。 
⑥他者の相談や助言ができ、不足を助け合うなど、働きかけることができる。 
⑦しっかり計画を立てて、実行に近づけようと努力することができる。 
⑧状況に応じて、柔軟に行動を修正することができる。 
⑨行動を振り返って検証し、次の行動の改善に結びつけることができる。 

２ 自己評価してみよう！         ★「評価」欄に、該当すると思われるレベル数を記入する。 

◆◆課課題題発発見見力力  

 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 評価 

① 

・お客様(小学生を含む)

が満足していただける

よう、準備の時から、そ

のつど、問題ないかどう

かチェックし、それを基

にして行動できた。 

・お客様(小学生を含む)

が満足していただける

よう、準備の時から、そ

のつど、問題ないかどう

かチェックした。 

・お客様(小学生を含む)

が満足していただける

よう、当日のみで対応し

ていた。 

・お客様(小学生を含む)

の満足をあまり意識し

なかった。 

 

② 

・お客様が満足していた

だけるよう、準備の段階

から、いろいろなアイデ

ア・プランを考え、グル

ープに伝えることがで

きた。 

・お客様が満足していた

だけるよう、準備の段階

から、いろいろなアイデ

ア・プランを考えた。 

・お客様が満足していた

だけるよう、当日になっ

てから、アイデア・プラ

ンを考えた。 

・お客様の満足につなが

るような、アイデア・プ

ランを考えることがで

きなかった。 

 

①・②について、具体的にどんなことができましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆チチーームムでで働働くく力力・・実実行行力力  

 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 評価 

③ 

・言われなくても、グル

ープのメンバーの気持

ちを察してくみ取り、他

のメンバーのよい提案

やアイデアを尊重する

ことができた。 

・言葉を使って、グルー

プのメンバーの気持ち

をくみ取り、他のメンバ

ーのよい提案やアイデ

アを尊重することがで

きた。 

・他のメンバーのよい提

案やアイデアを聞くこ

とができた。 

・他のメンバーの意見に

対して、聞く耳をもつこ

とができなかった。 

 

④ 

・自分の役割と、他のメ

ンバーの役割の関係性

を考えながら、一緒にな

って仕事に取り組むこ

とができた。 

・他のメンバーの役割を

考えながら、一緒になっ

て仕事に取り組むこと

ができた。 

・一緒になって仕事に取

り組むことができたが、

他のメンバーの役割を

あまり意識しなかった。 

・他のメンバーのことを

考えることなく、自分ひ

とりで行動することが

多かった。 

 

⑤ 

・グループ内での自分の

役割を理解し、メンバー

の意識・考え方を高めら

れるよう声かけなど行

動に移した。 

・メンバーの意識・考え

方を高められるよう声

かけなど行動に移した。 

・メンバーの意識・考え

方を高められるように

努力したが、行動には移

せなかった。 

・メンバーの意識・考え

方を高められるような

努力をしなかった。 

 

１１年年  ススタタッッフフ・・キキ
ッッズズビビジジネネススタタウウンン  

⑥ 

・他のメンバーの困りご

となどを察して声をか

けたり、グループ全体で

活動できるように発言

することができた。 

・他のメンバーからの困

りごとなど聞いて、グル

ープ全体で活動できる

ように発言することが

できた。 

・他のメンバーからの困

りごとなど聞いたが、発

言や行動に移すことが

できなかった。 

・他のメンバーからの困

りごとなどを意識する

ことがなかった。 

 

⑦ 

・最初の打ち合わせか

ら、自分がどのように活

動すればよいか、計画を

立て、それを実行するこ

とができた。 

・当日が近づいてから、

自分がどのように活動

すればよいか、計画を立

てはじめ、それを実行す

ることができた。 

・当日になってから、自

分がどのように活動す

ればよいか考え、実行し

た。 

・自分で考えることな

く、言われるがまま実行

した。 

 

⑧ 

・変化する状況にあわせ

て、活動がよくなるよう

に、他のメンバーと行動

を修正して実行できた。 

・変化する状況にあわせ

て、活動がよくなるよう

に、自分だけで行動を修

正して実行できた。 

・変化する状況にあわせ

て、活動がよくなるよう

に考えたが、実行するこ

とができなかった。 

・状況が変化しても、自

分の行動を変えること

ができなかった。 

 

⑨ 

・自分の活動状況を客観

的に考えて、問題点を発

見し、それを変えようと

努力することができた。 

・自分の活動状況を客観

的に考えて、問題点を発

見したが、変える努力は

できなかった。 

・自分の活動状況を客観

的に考えたが、問題点を

発見することができな

かった。 

・自分の活動状況を客観

的に考えられなかった。 

 

③～⑨について、具体的にどんなことができましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ もし津商モール・キッズビジネスタウンが２日間開催だったとしたら、よりよくするために、 

翌日、あなたの活動の『何』を、「どのように」変えたいと思いますか？ 

 活動をふりかえって、改善すべき点を１つだけ挙げてみましょう。 

『                                         』を 

「 

 

                                  」すると、より良くなる 

４ 全体の活動を終えて、グループやペアで話し合い、お互いの活動の様子を評価してみましょう。 

例）「〇〇さんの××なところがよかった」など、言われたことをメモしよう！ 
 

 

 

 

５ 他の人からのメッセージを受けて……。 

  ★この欄は、この活動を経験して、身に付いたこと、成長したと思えること、気づいたこと、大切だと思うこと、
これから頑張りたいこと、チャレンジしたいこと、などを書きましょう。 

  ★「来年度に向けて…」という視点で書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6　特別活動「津商モール」のリフレクションシート
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分を整理・統合することを目指した。しかし，

新たに必要とする力などの意見が出るなどし

て，重点化・焦点化するどころか拡大してし

まい，整理・統合は叶うことがなかった。

●　ホームルーム活動の時間を適切に設定できな

い場面もあったり，行事の準備期間により行

事の振り返りと準備期間が重複する場面が

あったりするなど，生徒における気持ちの切

り替えが十分でない場面が見受けられた。

●　特別活動や教科・科目間のつながりを意識した

授業の実践例年々増えてきたが，本校の三つの

柱の特別活動以外を意識し，教科 ・科目のつな

がりを意識した授業展開の数が少ない。

４　その後の取組

　本校での，これまでの取組により，特別活動と

りわけ学校行事に対して前向きに取り組む生徒が

増えてきたと感じられる。特別活動において高め

る力を提示したが，これらの力を進路決定やキャ

リア形成につなげるという観点から生徒の活動と

して表現すると次のようになる。

①　主体的に取り組む力

　　進路決定を自分自身のこととして捉え，自ら

　　積極的に動く

②　課題発見力・構想力

　　進路に関する課題を設定し，将来を見据えた

　　構想を練る

③　情報収集力・分析力

　　②を踏まえて積極的に情報収集を行い，必要

　　に応じて比較・分析する。

④　実行力

　　自分が設定した目標に向けて努力する

⑤　チームで働く力

　受験は団体戦，得意分野・不得意分野の相互補

完これらで高めた力は，その後の進路決定やキャ

リア形成にも有意な影響を与えている。

　例えば，就職においては，「私は，学校行事の

販売実習で店長を務めた際，お客様のことを第一

に考えて売場設計や接客をすることで，それが結

果となり喜んでもらえた時にやりがいを感じ，販

売職に就きたいと考えるようになりました。」と

いった志望の動機により販売職へ就いた生徒がい

る。また，進学においては，「私は，津商モール

で社長を務めたことがきっかけで，行事を成功さ

せるにはチームで働くことが必要であることを学

びました。また，地域の方が協力してくださるあ

りがたさを，身をもって体験し，将来は津山市の

活性化に貢献したいと考えるようになりまし

た。」といった志望の動機により国公立大学社会

科学系への進学を実現させている。

　卒業時には膨大な量となるキャリアノートによ

る日々の学びの蓄積は，生徒のキャリア形成につ

ながる大きな財産になっていることは間違いない。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により，多く

の学校行事が中止・縮小されて丸２年が経過しよ

うとしている。このような限られた環境下で何が

できるのかを考え学校行事の実施に結び付けよう

と生徒が前向きに考えた結果，今年度は，学校行

事における新たな挑戦が多く生まれることとなっ

た。昨年度から大学入試改革が行われ，選抜方法

にかかわらず，総合的な力を問われるケースが多

くなっている中，生徒自身が考え，悩み抜いた末

に学校行事を成功に導いた経験はまさに総合力の

向上と言えるであろう。

　本校で活用してきた「キャリアノート」は，令

和２年度から全国で実施されることとなった

「キャリアパスポート」の活用にその役割を引き

継ぐこととなっている。しかしながら，令和３年

度の学校自己評価で，生徒・保護者・教員の三者

に共通して「キャリアパスポートの活用」につい

て低い評価となり，改善の余地がある。

学校運営協議会（令和３年度から導入し委員に

小・中学校の職員含）において「持続可能な教育

活動」を主題に協議する中，次のような声もある。

●　キャリアパスポートは，保護者（大人）と生

徒（こども）の「対話」を生み出すツールに

もなりうる。

●　キャリアパスポートの確立のために，中学校

から引き継いだものを元に内容のカスタマイ

ズが必要。また，他者評価の対象に外部・保

護者からの意見も入る部分を設定してみては

どうか。
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●　テスト結果等も自分でグラフに書かせ，以後

の目標設定に使うのはどうか。１枚で示せる

ものが見やすい。

　単なる学びの蓄積で終わることなく，３年間ど

のような力を身につけて卒業し社会で活躍するか

を見据えた際に力を発揮するツール（図７）とし

て，改善し続けながら活用していく必要があると

考えている。

　キャリア教育には３つの視点があると考える。

・　系統立てた学校での教育

・　体験から学ぶ教育

・　親や身近な人から学ぶ教育

ほどよく織り交ぜながら自分のキャリア形成につ

いて考える機会を多く設け，自分自身と真剣に向

き合うことが成長につながることを意識しながら

日々の学習や学校行事に取り組める生徒の育成に

つなげていきたい。

５　おわりに

　平成 28 年の中央教育審議会答申で，特別活動

は，実生活の課題を解決するために，互いのよさ

や可能性を発揮できるような様々な集団活動を通

して，各教科等における学びを実際の場面で総合

的に活用して実践する時間であるとともに，特別

活動の学びが各教科等の学習を行う上での土台と

なるといった各教科等と往還的な関係にあると強

調している。

　また，学習指導要領では，生徒が学ぶことと自

分の将来とのつながりを見通しながら，社会的・

職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力

を身に付けていくことができるよう，特別活動を

要としつつ各教科・科目等の特質に応じて，キャ

リア教育の充実を図ることを明示している。

　本校は，基礎的・汎用的能力に照らして身に付

けさせたい資質・能力を８つに整理・明確化し，

教科・科目での学びを特別活動でまとめ，紡ぎ，

特別活動での学びを教科・科目の土台となるよう

に意図的に仕掛け，特別活動を要にして学校教育

全体で取り組むキャリア教育の実践例として参考

になれば幸いです。

セルフマネジメントシート（津商モール）
※３年間を見通して、自己成長につなげるために５つの観点から目標を設定してみよう！

目標設定（　　月　　日） １学期の振り返り（　　月　　日） ２学期の振り返り（　　月　　日） ３学期の振り返り（　　月　　日）
【主体的に取り組む力】自分自身のこととして捉え、自ら積極的に動く 【主体的に取り組む力】 【主体的に取り組む力】 【主体的に取り組む力】
＜目標＞ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１

＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞

＜目標達成のための取り組み＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞

＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞

＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞

【課題発見力・構想力】課題を設定し、先を見通して構想を練る 【課題発見力・構想力】 【課題発見力・構想力】 【課題発見力・構想力】
＜目標＞ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１

＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞

＜目標達成のための取り組み＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞

＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞

＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞

【情報収集力・分析力】課題解決のため積極的に情報収集を行い、比較・分析する 【情報収集力・分析力】 【情報収集力・分析力】 【情報収集力・分析力】
＜目標＞ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１

＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞

＜目標達成のための取り組み＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞

＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞

＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞

【実行力】自分が設定した構想の実現に向けて努力する 【実行力】 【実行力】 【実行力】
＜目標＞ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１

＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞

＜目標達成のための取り組み＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞

＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞

＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞

【チームで働く力】良好な人間関係を築き、協力的に仕事を進める 【チームで働く力】 【チームで働く力】 【チームで働く力】
＜目標＞ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１ ＜①目標達成度＞　５・４・３・２・１

＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞ ＜②良かった点・成長した点＞

＜目標達成のための取り組み＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞ ＜③反省点・改善点＞

＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞ ＜④他者評価＞

＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞ ＜⑤目標の見直し（①～④を踏まえて）＞

図 7　　キャリアパスポートを見据えたリフレクションシートへ改善 ( 案 )
※ A ３サイズで一年間の資質・能力の変容が一読できるよう工夫した。


